
上弦の月さんのいいお湯 は強アルカリ性の単純温泉。
その泉質からくすみ解消、新陳代謝促進など美肌効果
が高いと言われています。

他にも⾝体のケアにも効能あり︕
で、関節痛や筋⾁痛、冷え性
改善にも良いそうです。

冬の低山、膝のリハビリ。
というわけで、阿蘇市の田
子山へ。低山ですが神社あり
階段あり自然たっぷりで展望
もよい！！そんなステキな山
なのです。

朝焼けと夕焼け（または朝日と夕日）、どちらが好き
かと聞かれたら、迷うことなく朝と答える。暗かった空がだんだんと明
るくなっていく様は何とも言えない美しさがあり、活力が湧く。強いオ
レンジからスカイブルーへのグラデーション、黄金に染まる山、昇って
くる赤い太陽。一日のはじまりはこんなにもカラフルなんだ・・・と感
動したことを今でも覚えている。因みに、何かの歌詞にあるように、熊
本県からだと“朝日(陽)が水平線から光の矢を放つ”姿は見ることは出
来ない。一度それをこの目で見てみたいものだが。

反対に、夕日が水平線に沈んでゆく姿は子供のころからしょっちゅう
お目にかかっている。それはそれで美しいとは思うが、沈んでゆく太陽
を見るのは実に切なく感じてしまう。暗くなっていく周りの景色がまた
より一層切なさを後押しする。

しかし、そんな夕暮れ時にもとても美しい瞬間があった。それを見た
のはソロキャンプを始めたばかりのとある晩秋のこと・・・。

こじんまりとした一人用テントの前。目の前には焚火台。杉の枯れ葉
を着火剤にして火を熾す。小枝を入れ、少し火を
大きくする。パチパチ・・・と小さな音を立てな
がら、小枝が焚き火台の上で燃え弾けた。徐々に
太い枝を入れ火を保ち、最後に薪を投入した。少
し肌寒い野に暖かい火が灯る。暫く薪を燃やして
暖を取ったら炎を落ち着かせる。そして空を見上
げた。闇が迫りつつある空は、深い青色をしてい
た。ブルーモーメント。深く青い空、木々はシル
エットのように黒く映り、自分の周りだけほんの
り赤い。夕焼けの後に訪れる、ほんの一瞬の刻。
あの日あの場所で火を熾していなければ見ること
が出来なかった、何とも言えない幻想的で美しい
青の瞬間だった。不思議と闇に包まれていく寂し
さや切なさは感じなかった。

これがブルーモーメントか、うん、悪くないな。
今思えば恥ずかしい。雰囲気にのまれてカッコつけ、目にしたものの感
動を素直に表現できない自分がいた。

3月は年度末の最終月でもあり、陸運局も
抹消を希望される方が集中するため、窓口が大変混雑いたします。

年度内の抹消をご希望の方は、抹消に必要な書類を必ず事前に
ご用意して頂き、ご依頼をお願い致します。

尚、誠に勝手ながら、当社の抹消期限を3月16日（月）入庫分迄
とさせて頂きます。お間違いのないよう宜しくお願い致します。

by  営業担当＆抹消担当

’26
ご利用頂きありがとうございます。今月もよろしくお願い致します。
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は営業いたします。

Because it’s there.
●●● 山と海にまつわる今と昔のこと ●●●

#009. ⻘の瞬間

No.121
コラボ企画︕︕

文・写真/黒鶴真哉

▲別の日の焚⽕と空。⻘の瞬間は
なかなかお目にかかることはできない

こんにちは。貿易課の園田です。
今回はキタグチ新聞のワンコーナー温泉見聞録とのコラボ！園田家行

きつけの家族風呂をご紹介します♪

和水町にある『湯亭上弦の月』さんでございます！！
３年前に初めてお邪魔して、特色ある部屋のつくりと三加和温泉特有

の肌触りの良いお湯が大好きになり、足繫く通うようになりました。
13室ある家族風呂はそれぞれテーマに合わせた作りになっており、各

部屋内湯が1つ、露天風呂が1つ（または2つ！）あります。大人数でも
安心な和室やトイレがついた大部屋もあります。

先に書いている通りこちらの温泉が大好きな私は会員登録もしていま
す。会員登録をすると事前に電話予約が出来、ポイントも貯めることが
できるんです！！貯めたポイントを使って値引きして貰えます！！

また、利用した部屋の記録もされ、13部屋全て利用すると段位・初段
が与えられて木札に好きなサインをして館内の壁に掲示されます。

中には3周すべての部屋を利用した三段の強者
もいらっしゃいます。私はまだまだですが、初段
としての『そのだ』サインがあるので、行かれた
方は探してみてくださいね♪

+
文・写真/園田哲也

文・写真/黒鶴真哉

⽥⼦山うぇ〜い♪
って言いながら撮る︕︕

そらふねの桟橋から内牧方面を望む。
まぁ、⾒事に逆光ですよ(笑)

私が⾏くとだいたい閉まってるカフェ…

もちろん先端まで⾏く︕
そらふねの桟橋。逆光Ver.

山⽺さん健在︕

メエェェェ…

2026年3月5日から17日にかけて行われる野球の世界選手権大会、

『 2026 ワールド・ベースボール・クラシック』
その日本代表、ご存知我らが 侍JAPAN の宮崎県で行われた強化試合
に、弊社の野球小僧が潜入し極秘取材（ただの観戦）を慣行しました！！
その模様を特別にお届けします。

ガチャガチャ
スーパーレア

記念撮影球場の中も外も人でいっぱいでした

始球式は去年引退した
元ホークスの和⽥毅さん

テンション爆上がり!!!

SAMURAIJAPANのバス
かっこい〜

いろんな展示があって
野球小僧は目を輝かせておりました

乱打戦でホームランも⾒れてとても⾒応えのある試合︕
興奮しっぱなしでした。by櫛野＆桝⽥


